
眞
鍋
じ
ゅ
ん
こ（
ま
な
べ・じ
ゅ
ん
こ
） 

ノ
ン
フィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
。 

写
真
家
の
夫
鴇
田
康
則

と
共
に
、国
内
外
の「
人
の
生
活
を
記
録
」し
て
30
年
来
旅
を
続
け
、雑
誌
や
書
籍
、ス
ラ
イ

ド
ト
ー
ク
や
講
演
な
ど
で
発
表
。 

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
等
で
ま
ち
歩
き
の
講
師
も
務
め

る
。 著
書
に「
ニ
ッ
ポ
ン
の
村
へゆ
こ
う
」（
筑
摩
書
房
）、「
う
ま
い
江
戸
前
漁
師
町
」「
中
古
民

家
主
義
」（
共
に
交
通
新
聞
社
な
ど
）。 

現
在
月
刊
誌「
散
歩
の
達
人
」（
交
通
新
聞
社
）に
て
、

「
1
9
6
4
年
↓
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
歩
く
」連
載
中
。

眞鍋じゅんこ

写真：鴇田康則

　
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
愛
知
県

図
書
館
は
、
名
古
屋
市
内
の
名
古
屋

城
城
郭
内
南
西
の
一
角
に
あ
る
緑
に

囲
ま
れ
た
図
書
館
で
あ
る
。
2
0
1

8
年
3
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
開

放
感
の
あ
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ロ
ア

（
愛
称
：Y

otteko

（
ヨ
ッ
テ
コ
））
で

は
、
様
々
な
企
画
展
示
や
イ
ベ
ン
ト

が
年
間
を
通
し
て
開
催
さ
れ
、
新
た

な
情
報
発
信
と
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
る
。

　
同
図
書
館
で
は
2
0
1
7
年
度
よ

り
、
「
二
度
目
の
旅
は
図
書
館
か
ら

〜
図
書
館
か
ら
は
じ
め
る
ち
ょ
っ
と

デ
ィ
ー
プ
な
ま
ち
あ
る
き
〜
」
と
い

う
企
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。「〝
旅

行
者
に
も
う
1
回
地
域
に
来
て
も
ら

う
。
そ
の
時
は
ま
ず
図
書
館
か
ら
旅

を
は
じ
め
て
も
ら
お
う
〞
と
い
う
狙

い
を
込
め
た
も
の
で
す
」
と
語
る
同

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
課
長
の
新
海
弘
之

氏
に
話
を
お
聞
き
し
た
。

「
二
度
目
の
旅
は
図
書
館
か
ら
」
の

最
初
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
は
、
2
0
1

8
年
2
月
に
開
催
し
た
「
魅
力
対

決
！
豊
橋
vs
田
原
in
県
図
書
」。
内

容
は
民
話
の
世
界
か
ら
紹
介
す
る
東

三
河
の
楽
し
み
方
（
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
）
、
豊
橋
市
と
田
原
市
の
図
書
館

司
書
に
よ
る
両
市
紹
介
と
旅
へ
の
誘

い
を
目
的
と
し
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・

ト
ー
ク
、
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ロ

ア
で
の
関
連
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で
、

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
と
い

う
。
こ
の
企
画
は
、も
と
も
と
、「
魅

力
対
決
！
豊
橋
vs
田
原
」
と
銘
打
ち

2
0
1
6
年
9
月
〜
2
0
1
7
年
1

月
の
期
間
に
豊
橋
・
田
原
両
市
の
図

書
館
で
開
催
さ
れ
た
、
両
市
図
書
館

員
が
市
の
魅
力
を
紹
介
し
合
う
連
携

パ
ネ
ル
展
を
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。

県
図
書
館
の
企
画
は
、
東
三
河
地
域

の
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
る
県

の
方
向
性
に
も
合
致
し
た
も
の
と
し

て
、
こ
の
2
つ
の
図
書
館
が
地
域
の

魅
力
発
信
に
動
い
た
取
り
組
み
を
あ

ら
た
め
て
県
と
し
て
取
り
上
げ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
は
継
続
し
て

お
り
、
2
0
1
9
年
1
〜
2
月
に
は
、

蒲
郡
市
を
対
象
に
第
2
回
「
蒲
郡
│

海
辺
の
ま
ち
の
戦
国
時
代
│
」
が
開

催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
2
0
1
9
年
8

月
に
は
、
県
図
書
館
の
企
画
を
受
け

て
、
地
元
・
蒲
郡
市
立
図
書
館
が

「
海
辺
の
ま
ち
の
戦
国
時
代
」
と
題

し
た
企
画
展
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開

催
し
た
。
県
図
書
館
と
地
域
図
書
館

が
テ
ー
マ
・
企
画
内
容
を
共
有
し
連

携
す
る
取
り
組
み
は
全
国
的
に
も
珍

し
い
。

　
企
画
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
県
図
書

館
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
1
階
の
観

光
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
で
あ
る
。

2
0
1
8
年
3
月
よ
り
、
東
三
河
地

域
各
市
町
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
集

め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
き
た
が
、

県
内
全
域
に
理
解
が
広
が
り
、
現
在

は
全
市
町
村
の
最
新
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
地
域
情
報
誌
（
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
を
含
む
）
、
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
な

ど
が
揃
う
。

　
県
立
図
書
館
と
市
町
村
立
図
書
館

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
ふ
ま
え
な
が

ら
連
携
す
る
双
方
向
の
取
り
組
み
は
、

今
後
、
地
域
が
観
光
魅
力
の
発
信
や

観
光
需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
上

で
、
新
た
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
文
：
大
隅
一
志
）

「
博
物
館
に
マ
マ
が
住
む
〜
♪
」
と
、

幼
い
頃
の
娘
は
妙
な
自
作
の
歌
を
よ

く
口
ず
さ
ん
だ
。

　
取
材
旅
行
先
で
私
だ
け
地
元
の
郷

土
博
物
館
や
図
書
館
に
籠
っ
て
し
ま

う
か
ら
だ
。
そ
の
間
、
写
真
家
の
夫

は
娘
を
連
れ
て
風
景
写
真
を
撮
り
に

行
っ
た
も
の
だ
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
が
飛
び
交

う
現
代
で
も
、
地
元
資
料
の
量
と
奥

深
さ
に
は
絶
対
か
な
わ
な
い
。
特
に

図
書
館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
は
宝

の
山
だ
。
分
厚
い
市
町
村
史
に
郷
土

博
物
館
や
教
育
委
員
会
発
行
の
図
録

や
資
料
集
。
小
中
学
生
向
け
の
副
読

本
「
私
た
ち
の
郷
土
」
も
わ
か
り
や

す
い
。
さ
ら
に
足
で
情
報
を
集
め
た

タ
ウ
ン
誌
や
ミ
ニ
コ
ミ
誌
、
商
店
街

や
町
会
、
企
業
の
周
年
記
念
誌
や

「
草
加
せ
ん
べ
い
の
歴
史
」
と
い
っ

た
業
界
記
念
誌
な
ど
、
そ
の
土
地
の

図
書
館
で
し
か
お
目
に
か
か
れ
な
い

冊
子
の
数
々
も
大
好
物
だ
。
地
元
住

人
に
よ
る
自
費
出
版
の
「
わ
が
人

生
」
的
な
本
も
あ
な
ど
れ
な
い
。
　

　
そ
れ
か
ら
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
数

十
年
分
も
土
地
の
変
遷
が
わ
か
り
そ

う
だ
。
こ
と
に
市
町
村
合
併
し
た
自

治
体
で
は
合
併
以
前
の
資
料
も
残
せ

れ
ば
よ
い
の
に
、
と
思
う
。

　
こ
う
し
た
貴
重
本
（
私
に
と
っ
て

は
）
の
数
々
を
机
に
積
み
上
げ
、
コ

ピ
ー
し
ま
く
る
。
も
う
至
福
の
ひ
と

と
き
だ
。
外
で
待
ち
わ
び
る
家
族
の

こ
と
も
忘
れ
て
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
も
う
ひ
と
つ
、
私
が
好
き
な
の
は

地
図
だ
。
江
戸
切
絵
図
に
村
地
図
、

明
治
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
比
較
図
、

歴
代
の
ゼ
ン
リ
ン

住
宅
地
図
。
古
い

「
町
内
会
地
図
」や

「
商
店
街
地
図
」を

発
見
し
た
日
に
は

狂
喜
乱
舞
だ
。

　
戦
火
を
免
れ
た

江
東
区
深
川
図
書

館
の
郷
土
資
料
室

で
は
、
貴
重
な
地

図
の
数
々
を
閲
覧

で
き
る
。
こ
こ
で

戦
後
の
築
地
市
場

内
の
店
舗
が
細
か

く
記
さ
れ
た
地
図

を
見
つ
け
て
、
コ

ピ
ー
を
該
当
す
る

知
り
合
い
の
店
に

進
呈
し
た
こ
と
が

あ
る
。
す
る
と
数

年
後
、
別
な
店
で

「
こ
れ
す
ご
い
で
す
よ
」
と
同
じ
地

図
が
出
て
来
た
。
よ
く
見
る
と
私
の

メ
モ
書
き
ま
で
コ
ピ
ー
、
苦
笑
し
た
。

ど
う
や
ら
市
場
内
で
回
覧
さ
れ
て
い

る
ら
し
い
。
古
い
地
図
は
当
人
た
ち

に
も
大
切
な
思
い
出
な
の
だ
。

「
人
の
生
活
を
記
録
す
る
」
テ
ー
マ

を
、
私
が
強
く
意
識
し
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
30
数
年
前
に
小
笠
原
母
島

の
民
宿
で
読
ん
だ
１
冊
の
薄
い
自
費

出
版
本
だ
っ
た
。
確
か
学
校
教
師
が

団
体
で
東
京
諸
島
を
巡
っ
た
紀
行
文

で
、
定
期
船
か
ら
上
陸
す
る
島
々
で

の
驚
き
や
感
想
が
さ
ら
っ
と
記
さ
れ

て
い
る
。
中
で
も
息
を
飲
ん
だ
の
が

硫
黄
島
だ
っ
た
。
戦
前
の
集
落
の
様

子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
今
で
は
一
般
人
が
上
陸
す
る
こ
と

す
ら
出
来
な
い
、
失
わ
れ
た
風
景
が

そ
こ
に
あ
っ
た
。

　
別
に
学
術
論
文
で
な
く
て
も
、
た

だ
見
た
事
実
を
記
せ
ば
後
世
の
人
に

役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
私

た
ち
の
仕
事
の
原
点
だ
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
さ
ら
に
日
本
交
通
公
社
旅
の
図
書

館
副
館
長
の
大
隅
一
志
さ
ん
と
の
何

気
な
い
会
話
の
ひ
と
言
に
、
背
中
を

押
さ
れ
た
。

「
巷
に
あ
ふ
れ
る
情
報
も
、
ウ
ェ
ブ

で
は
数
年
先
に
見
る
こ
と
も
出
来
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
も
紙
媒

体
な
ら
い
つ
ま
で
も
残
せ
ま
す
」。

　
出
版
不
況
と
い
わ
れ
て
も
可
能
な

限
り
印
刷
物
へ
の
執
筆
を
続
け
よ
う

と
心
に
誓
っ
た
。

　
だ
か
ら
図
書
館
も
、
未
来
人
の
た

め
に
「
昔
」
と
「
今
」
を
出
来
る
限

り
保
存
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
願

っ
て
い
る
。
い
っ
そ
市
民
と
一
緒
に

「
地
元
地
図
」
を
作
っ
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
。
図
書
館
だ
け
に
資
料

な
ら
山
ほ
ど
あ
る
わ
け
だ
し
。

　
全
国
津
々
浦
々
、
興
味
深
い
郷
土

資
料
を
見
つ
け
て
は
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ

て
ほ
し
い
！

「
二
度
目
の
旅
は

 

図
書
館
か
ら
」

愛
知
県
図
書
館
と

地
域
図
書
館
が
連
携
し
た

観
光
魅
力
の
発
信
と

旅
へ
の
誘
い

大好物は郷土資料

現
代
だ
け
じ
ゃ
な
く
百
年
後
の
人
の
た
め
に

「魅力対決！豊橋vs田原」の企画展示（2018年2月）
 写真提供：愛知県図書館

県内全市町村のパンフレットや地域情報誌が揃う
観光情報コーナー

事例に学ぶ、図書館を活かした地域の観光魅力づくり2
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